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る。地方私立大学には今以上に地の利を生かした活動を進め、外に向かって発信できるようなよりアグ
レッシブな教育活動が求められている。一方で県内の進学関係者からは、公立化することでそれまでの
私立大学であれば進学できた受験生が進学できなくなってしまったという声を聞く。残された時間は多
くないが、地方私立大学の存在意義を改めて見直すことも必要である。
